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ＡＮＣ創立２０周年  

； 

 

 

 

 

 
https://www.com-net2.city.hiroshima.jp/acity/ 第 171号 2022.2.10発行 

Ａ.ＣＩＴＹヒルズ＆タワーズ管理組合・Ａ.ＣＩＴＹ自治会広報 

 

  

    

 

広
島
県
内
の
高
齢
者
団
体
の
中
で
も
有
数
の

活
動
実
績
を
誇
り
、
「
日
本
一
楽
し
い
老
人
ク

ラ
ブ
」
と
の
声
も
高
い
Ａ
ナ
イ
ス
ク
ラ
ブ
（
通

称
・
Ａ
Ｎ
Ｃ
）
が
創
立
２０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

平
成
１３
年
９
月
２８
日
に
正
式
発
足
し
た
同

会
は
、
昨
年
で
会
員
数
が
１
４
０
名
に
な
り
、

ま
す
ま
す
交
流
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。 

２０
周
年
記
念
行
事
を
行
う
た
め
に
、
昨
年
か

ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
様
々

な
企
画
を
準
備
し
て
い
た
同
会
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
制
限
で
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
第
６
代

目
会
長
・
沖 

武
宏
氏
は
、
広
域
公
園
の
花
壇
整

備
や
町
内
清
掃
な
ど
の
屋
外
活
動
や
、
少
人
数

で
で
き
る
サ
ー
ク
ル
活
動
を
中
心
に
活
動
を
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２０
周
年
を
機
に
、
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
プ
ラ
ザ
前

広
場
に
、
壁
掛
け
式
の
電
波
時
計
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
（
本
紙
２
頁
参
照
）
３
月
に
は
、

２０
周
年
記
念
誌
の
発
行
と
記
念
懇
親
会
を
予

定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
安
心
・
安
全
な
環
境
を
維

持
し
、
発
展
に
多
大
な
貢
献
さ
れ
て
い
る
同
会

で
す
が
、
そ
の
根
幹
に
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

こ
の
街
を
愛
し
、
歴
代
会
長
が
常
に
会
員
と
地

域
の
こ
と
を
考
え
、
各
所
関
係
団
体
と
折
衝
を

続
け
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
活
躍

を
期
待
し
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
願
い
ま

す
。
２０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

 

 

Ａ．ＣＩＴＹの行事予定 

 



    

鮮
や
か
な
緑
色
の
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー

を
身
に
着
け
、
早
朝
か
ら
挨
拶
や
声
掛
け
を

し
て
く
れ
る
大
塚
小
学
校
安
全
ガ
ー
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
。
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
に
お

住
ま
い
の
方
な
ら
一
度
は
見
か
け
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
。 

 

平
日
、
早
朝
の
風
景
の
一
部
の
よ
う
に
さ

え
馴
染
ん
で
い
る
皆
さ
ん
で
す
が
、
実
は
、

地
道
な
活
動
を
と
て
も
長
く
継
続
し
て
お
ら

れ
、
街
の
防
犯
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
そ
ん
な
学
校
安
全
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
ず
「
学
校
安
全
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
小
学
校
区
を
基
本

と
し
て
、
そ
の
学
区
の
地
域
住
民
や
企
業
及

び
団
体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は

名
称
の
と
お
り
、
小
学
生
の
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
が
メ
イ
ン
で
す
。
現
在
は
広
島
県

内
で
約
５
０
０
団
体
・
約
３
９
，
０
０
０
人

の
方
が
、
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
（
令
和
３
年
４
月
７
日
現
在
） 

 

と
く
に
広
島
市
で
は
、
平
成
１７
年
１１
月
に

矢
野
西
小
学
校
区
で
発
生
し
た
事
件
を
受

け
、
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
件
を
二
度
と

発
生
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
、
平
成
１８
年
に

「
子
ど
も
見
守
り
１０
万
人
構
想
」
を
提
唱
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
の
見
守
り
活
動
を 

                 

 
 買

い
物
や
散
歩
等
の
日
常
生
活
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
く
れ
る
「
な
が
ら
見
守
り
」

市
民
を
１０
万
人
育
成
し
よ
う
と
い
う
構
想

で
す
。
当
時
８
，
０
０
０
人
程
度
し
か
登

録
の
な
か
っ
た
地
域
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
、
行
政
が
主
導
し
て
２
倍
の
１
６
，

０
０
０
人
に
拡
大
し
ま
し
た
。
町
内
会
や

社
会
福
祉
協
議
会
、
市
青
少
年
健
全
育
成

連
絡
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
団
体

の
メ
ン
バ
ー
も
、
学
校
安
全
ガ
ー
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

約
３
万
人
強
の
協
力
者
を
確
保
し
よ
う
と

始
ま
っ
た
運
動
で
す
。 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
も
こ
の
運
動
を
受
け
、

平
成
１８
年
か
ら
「
大
塚
小
学
校
安
全
ガ
ー

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
登
校
時
の
見
守
り
に
加
え
、
年
２
回

の
子
ど
も
安
全
の
日
の
集
い
や
学
校
安
全

ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
感
謝
の
集
い

に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
学
校
か
ら
不
審
者
情
報
が
メ
ー
ル

配
信
さ
れ
た
際
は
、
そ
の
情
報
に
対
応
し

た
見
守
り
活
動
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
活
動
が
、
地
域
住
民
に
安
心

感
を
与
え
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
貢
献
し
た
と
高
く
評
価
さ
れ
、

平
成
２８
年
１１
月
１９
日
に
は
、
「
広
島
市

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
功
労
表
彰
」
の
団
体

の
部
で
市
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

大
塚
小
学
校
区
で
の
登
録
者
数
は
、
現 

 

在
５５
名
。
（
う
ち
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
メ
ン

バ
ー
は
１３
名
）
日
常
生
活
の
中
で
無
理
の

な
い
範
囲
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
安
全
の
縁
の
下
の
力
持
ち
・
学
校
安

全
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
毎
朝

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

     

巻
頭
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

Ａ
Ｎ
Ｃ
の
設
立
２０
周
年
を
記
念
し
、
地
域

貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、
同
会
が
Ａ
．

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
プ
ラ
ザ
広
場
に
時
計
を
寄
贈
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

昨
年
１２
月
６
日
に
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
会
長
ほ

か
役
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
除
幕
式
を
行

い
、
紅
白
の
紐
が
引
か
れ
る
と
立
派
な
時

計
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。 

時
計
は
シ
チ
ズ
ン
製
の
電
池
電
波
時

計
。
道
路
清
掃
や
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
で
、
集
合
場

所
に
使
用
さ
れ
る
広
場
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
通
勤
通
学
時
の
時
間
確
認
や

待
ち
合
わ
せ
な
ど
に
も
便
利
で
す
。 

Ａ
Ｎ
Ｃ
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

          

 

 

Ａ
Ｎ
Ｃ
が
壁
掛
け
時
計
を 

プ
ラ
ザ
広
場
に
寄
贈 

 

大
塚
小
学
校
安
全
ガ
ー
ド 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
紹
介 

 

↑大塚小学校安全ガードボランティアの皆さん 

 



 

 

   
 

 

本
紙
１
５
９
号
「
大
塚
を
知
ろ
う
～
岸
城

址
編
」
か
ら
１
年
ぶ
り
に
３
回
目
の
掲
載
と

な
っ
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。 

今
回
は
「
い
っ
た
い
ど
ん
な
こ
と
に
な
っ 

て
る
の
？
」
と
、
な
ん
と
な
く
皆
さ
ん
が
気

に
な
っ
て
い
る
「
あ
の
場
所
」
を
取
材
し
て

き
ま
し
た
。 

 

        

  

当
初
は
「
新
し
い
団
地
が
で
き
る
み
た

い
！
」
と
、
興
味
本
位
で
企
画
し
た
こ
の
取

材
。
早
速
、
こ
の
地
区
の
造
成
担
当
企
業
の

方
や
、
地
元
の
方
に
お
話
を
聞
い
て
み
る

と
、
そ
も
そ
も
ど
う
し
て
こ
の
場
所
が
造
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
予
想
も
し
て

な
か
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
明
ら
か
に
な
っ

た
の
で
す
。 

 

前
編
で
は
主
に
、
造
成
地
の
工
事
の
状
況

や
土
地
利
用
計
画
の
予
定
を
、
後
編
で
は
こ

の
造
成
に
ま
つ
わ
る
大
塚
下
（
お
お
づ
か
し

も
）
地
区
の
物
語
を
お
届
け
し
ま
す
。 

* 
 

 
* 

 
 

 
* 

 
 

*
 

こ
の
団
地
の
造
成
事
業
は
、
「
大
塚
中
央

土
地
区
画
整
理
事
業
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
土
地
が
、
「
大
塚
」
と
呼
ば
れ
る

地
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
名
称
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

          こ
の
地
区
は
、
広
島
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
砂
災
害
時

警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
法
面
を
い

く
つ
か
含
ん
で
い
る
土
地
で
す
。
そ
の
た
め

こ
の
付
近
に
あ
る
大
塚
集
会
所
は
、
指
定
緊

急
避
難
場
所
に
し
て
は
い
け
な
い
と
、
当
時

の
大
塚
下
町
内
会
会
長
・
梶
山
正
治
氏
の
提

言
に
よ
り
、
避
難
場
所
か
ら
削
除
さ
れ
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
造
成
を
請
負
っ
て
い
る
の
が
、
地
元

広
島
の
総
合
建
設
業
・
広
電
建
設
株
式
会
社

様
。
取
材
に
伺
う
と
、
現
場
責
任
者
の
世
羅 

 
 

  

次
長
が
、
と
て
も
丁
寧
に
造
成
の
現
状
や

造
成
時
に
苦
労
し
た
お
話
、
今
後
の
土
地

利
用
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。 こ

の
区
画
造
成
工
事
は
令
和
５
年
の
３

月
に
竣
工
を
予
定
し
て
お
り
、
完
成
後
は

約
２
５
０
世
帯
の
居
住
が
可
能
な
団
地
が

誕
生
す
る
予
定
で
す
。
農
免
道
路
に
面
し

た
東
面
に
進
入
道
路
が
敷
設
さ
れ
、
歩
道

も
整
備
さ
れ
ま
す
。
居
住
区
を
中
心
に
計

画
さ
れ
て
お
り
、
農
免
道
路
沿
い
は
事
業

所
も
し
く
は
中
規
模
な
商
業
系
も
立
地
可

能
と
の
こ
と
で
す
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
た
法
面
は
、
造
成
時
に

勾
配
を
調
整
し
、
急
傾
斜
地
区
と
み
な
さ

れ
る
勾
配
度
数
を
全
て
改
善
さ
れ
た
、
と

う
か
が
い
ま
し
た
。 

            

「
工
事
の
時
に
苦
心
し
た
で
き
ご
と
は

？
」
と
尋
ね
る
と
、
世
羅
次
長
は
「
昨
年

の
８
月
に
起
き
た
豪
雨
で
す
ね
。
あ
の
時 

 は
や
は
り
法
面
の
崩
壊
や
、
土
砂
が
近
隣
に

流
出
し
て
は
い
け
な
い
と
、
か
な
り
気
を
も

み
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
現
場
で
は

何
事
も
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
近
所

で
も
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
あ
の
時
期
は
緊

張
し
ま
し
た
ね
。」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

          

広
電
建
設
株
式
会
社
の
皆
さ
ん
、
お
忙
し

い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
後
編
に
続
く
） 

 

大
塚
を
知
ろ
う
～
③(

前
編) 

大
塚
中
央
土
地
区
画
整
理
編 

 

「あの場所」 

 

土地利用計画予定図（案） 

 

取材対応してくれる広電建設世羅次長 
左から 世羅次長／野稲自治会長／竹津氏 

令和 3 年・12 月現在 

 

令和 3 年 5 月現在 

 



 

●A.CITY の各管理組合の総会及び理事会議事録は、A.CITY 中央管理センターに保管していま

す。閲覧をご希望の方は、センターの窓口にお問合せください。閲覧は午前 9 時から午後５時

30 分の間とし、閲覧者が関係する管理組合の議事録のみとさせていただきます。 

●複数の居住者様より、集合郵便受けにわいせつ物（本・DVD 等）が投

函されていたと、管理センターへご相談がありました。このような被害

に遭われましたら、警察へ通報いただきますようお願いいたします。 

 

 

     

自
然
災
害
の
う
ち
、
豪
雨
は
予
報
が
報
道

さ
れ
ま
す
が
、
地
震
は
突
然
発
生
し
ま
す
。 

こ
こ
１
年
間
で
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
は

１２
件
あ
り
、
最
近
で
は
、
昨
年
の
12
月
９
日

に
ト
カ
ラ
列
島
近
海
で
５
強
、
今
年
に
入
っ

て
１
月
４
日
の
父
島
近
海
で
５
強
、
１
月
２２

日
の
日
向
灘
で
５
強
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

震
度
１
以
上
の
数
は
相
当
数
で
し
ょ
う
。
平

成
１３
（
２
０
０
１
）
年
に
発
生
し
た
芸
予
地

震
か
ら
２０
年
が
過
ぎ
、
大
き
な
被
害
も
記
憶

の
隅
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
一
方
で
、
広
島

で
も
多
く
の
断
層
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
今
後
３０
年
以
内

に
７０
～
８０
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
中
国
地

方
の
沿
岸
部
に
も
巨
大
津
波
で
被
害
が
広
が

る
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地

震
は
、
概
ね
１
０
０
～
１
５
０
年
間
隔
で
繰

り
返
し
発
生
し
て
き
た
大
規
模
地
震
で
す
。 

過
去
に
発
生
し
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、 

安
永
４
（
１
７
０
７
）
年
１０
月 

M
８
．
４ 

安
政
元
（
１
８
５
４
）
年
１２
月 

M
８
．
４ 

昭
和
２１
（
１
９
４
６
）
年
１２
月 

M
８
．
４ 

に
発
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。
最
後
の
地
震
か
ら
７０
年
以
上
が

経
過
し
た
現
在
で
は
、
地
震
発
生
の
切
迫
性

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

『
広
島
市
の
地
震
被
害
想
定
』（
平
成
２５
年

度
）
に
よ
る
と
、「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

や
「
安
芸
灘
～
伊
予
灘
～
豊
後
水
道
の
地
震
」 

が
広
島
市
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

想
定
さ
れ
る
地
震
被
害
は
、 

◎
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
場
合 

●
建
物
被
害
（
全
壊
） 

１
万
８
，
６
９
６
棟 

●
帰
宅
困
難
者 

７
万
８
，
３
８
５
人 

●
避
難
者
数 

 
 

１７
万
２
，
０
４
１
人 

◎
安
芸
灘
～
伊
予
灘
～
豊
後
水
道
の
地
震
の
場
合 

●
人
的
被
害
（
死
者
数
）
４
，
５
９
２
人 

 

地
震
に
よ
る
被
害
は
、
揺
れ
に
よ
る
家
屋
の

倒
壊
だ
け
で
は
な
く
、
公
共
交
通
機
関
の
停
止

や
津
波
に
よ
る
被
害
も
含
ま
れ
て
お
り
、
津
波

の
高
さ
は
最
高
で
1.5
ｍ
（
海
抜
3.6
ｍ
地
点
）。

最
大
到
達
時
間
は
、
地
震
発
生
後
約
４
時
間
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

同
紙
に
よ
る
地
震
の
心
得
10
か
条
に
は
、 

①
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
身
を
伏
せ
る 

②
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
火
の
始
末
を
す
る 

③
ド
ア
を
開
け
て
出
口
を
確
保
す
る 

④
火
が
出
た
ら
す
ば
や
く
消
火
す
る 

⑤
室
内
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
気
を
つ
け
る 

⑥
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い 

⑦
門
や
塀
の
そ
ば
に
は
近
寄
ら
な
い 

⑧
隣
近
所
で
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
う 

⑨
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護
を
す
る 

⑩
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
正
し
い
情
報
を
知
る 

と
記
し
て
あ
り
ま
す
。 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
に
い
る
時
に
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
津
波
の
被
害
に
遭
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
市
内
中
心
部
で
買
い
物
や
勤

務
・
旅
行
中
で
あ
る
な
ど
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
、
自
分
自
身
が
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
か
、
日
頃
か
ら
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
『
防
災
士
雑
談
記
』
で
も
、
備

蓄
・
室
内
家
具
の
倒
壊
防
止
法
や
緊
急
連
絡
の

方
法
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
再
確

認
し
て
、
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

(

防
災
士
／
フ
ォ
レ
ス
ト
住
区
・
山
田
繁
樹) 

防
災
士
雑
談
記 

防
災
士
が
不
定
期
に
つ
ぶ
や
く
防
災
の
あ
れ
こ
れ 

VOL.32 
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『広島市の地震被害想定』（平成 25 年度）より 

ヒルズ及びヒルズ＆タワーズ管理組合よりお知らせ 


